
一

昨

年

平

塚

襲

警

護

さ

れ

た

蓄

議

議

空

襲

大

会

陸
上
競
技
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
第
五
十
九
民
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
(
通

称
イ
ン
カ
レ
)
が
、
五
月
二
十
五
己
(
金
)
か
ら
ニ
ト
七
日
(
臼
)
ま
で
の
一
一
一
日
間
、
平
塚
競

技
場
で
曲
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
が
関
か
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
全
国
各
地
か
ら
予
選
亭
勝
ち
抜

い
た
優
秀
な
選
手
が
、
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
も
日

本
陸
連
か
ら
公
認
さ
れ
、
は
じ
め
て
コ
ー
ス
を
走
り
ま
す
。
士
山
氏
の
み
な
さ
ん
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

交
通
規
制
が
ひ
か
れ
ま
す
の
で
ご

協
力
を
。

大
会
の
入
場
料
は
、
大
人
が
一

千
円
、
大
学
生
・
高
校
生
が
五
百

円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

前
売
券
(
一
割
引
き
)
は
、
総
合

公
園
幽
管
浬
事
務
所
、
体
育
課
(
同
兄

呂
奈
子
生
一
陸
上
競
技
対
校
選
手
出
場
校
は
、
男
子
が
約
百
校
、
技
場
で
間
開
催
さ
れ
た
関
夏
子
牛
陰
附
台
体
育
館
内
)
、
市
内
の
ス
ボ

権
大
会
は
、
例
年
主
に
国
立
競
技
女
子
が
六
十
校
で
す
。
出
場
選
手
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
で
、
優

i
ツ
庄
で
発
売
中
で
す
。
お
早
め

場
を
会
場
と
し
て
同
開
催
τ
さ
れ
て
い
は
、
全
一
国
各
地
の
予
選
を
勝
負
援
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
選
手
の
中
か
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

る
学
生
界
最
大
の
綾
上
競
技
大
会
き
、
標
準
記
録
を
突
破
し
な
い
と
ら
選
ば
れ
ま
す
。

e

問
い
合
わ
せ
体
育
課

で
町
一
回
大
室
、
昭
和
一
一
一
年
に
町
内
れ
駐
日

Vド
話

器

壌

に

声

援

を

電

話

空

一

一

0
5

替
で
開
催
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
事
い
と
応
援
合
戦
が
演
じ
い
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
最
終
日
お
額
い

が
優
勝
す
る
な
ど
、
往
年
の
オ
ジ
ま
す
。
の
五
月
二
十
七
臼
(
臼
)
午
前
八
大
会
前
日
の
五
月
二
?
四
臼
か

ン
ピ
ッ
ク
の
名
選
手
を
数
多
く
生
各
大
学
の
出
場
選
手
は
、
最
終
降
立
一
十
分
に
平
塚
競
技
場
を
ス
タ
ら
一
一
十
七
臼
ま
で
の
四
臼
関
は
、

み
出
し
て
い
ま
す
。
戦
時
吋
中
一
一
時
締
め
切
り
が
丘
斉
二
十
一
日
な
の

1
ト
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
よ
閣
の
出
場
選
手
の
練
習
会
場
と
し
て
、

中
断
し
ま
し
た
が
、
戦
鉾
復
活
し
で
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
お
り
で
す
の
で
、
市
民
の
み
な
総
合
公
繍
内
平
塚
の
は
ら
っ
ば
が

今
年
で
五
十
九
回
目
を
数
え
て
い
関
東
地
震
は
、
五
月
十
一
日
か
ら
さ
ん
ご
声
援
く
だ
さ
い
。
使
用
さ
れ
る
た
め
、
利
用
で
き
な

ま
ず
。
一
↑
一
臼
閥
、
川
崎
市
等
々
力
陸
上
競
な
お
、
走
路
に
な
る
道
路
は
、
く
な
る
の
で
ご
了
本
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
た
ま
た
ま
会
場
と
な

7
l
i
l
i
-
-
j
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1

る
関
立
競
技
場
が
、
来
年
間
開
催
さ
一
ン
決
決
v
ア
予
模
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決

れ
る
世
界
選
率
品
惜
の
た
め
、
改
修
船
ソ
W
W
H
H
E
H
H
H

{
ラ

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

跳
跳

工
事
を
む
ヨ
」
と
に
な
り
使
用
が
お
マ
明
叩
叩
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
幅
高

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
そ
こ
で
問
ヴ

U
H
4
4
2
8
8
1
4
4
2
2
M
M
什

刊

定

走

こ
の
大
会
が
間
開
催
で
き
る
会
場
を
付
ハ

ιι

探
す
こ
と
に
な
り
、
全
額
の
数
多

e

男
男
女
女
男
男
女
男
女
男
女
女
男
女
男
女
男
女
男

く
あ
る
競
技
場
の
中
か
ら
、
平
塚
間
関

競
技
場
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
口
川
却
一
山
崎
お
お
∞
山
田
部
品
倍
加
却
叫
一
山
却
胡
蹴
∞
∞

3

:

2

 

よ
い
機
会
で
す
。
市
民
の
み
な

8

8
目
立
は
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
訪
日
u
u
u
H
H
U
ロ
日

さ
ん
、
ぜ
ひ
間
開
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
窓
い
ま
す
。

種
目
は
、
短
霞
離
、
長
距
離
、

銚
媛
、
投
て
き
な
ど
由
男
子
が
一
…
十

二
種
目
、
女
子
が
十
七
種
目
で
、

一
千
二
百
人
の
選
手
が
出
場
す
る

予
定
で
す
。

人口 2ヰ2，70告人

被害事 79，827t註革審

(平成 244月 1臼現在}
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マ
市
民
と
市
政
と
の
パ
イ
プ
役
一
と
し
て
活
縫
し
て
い
た
だ
く
「
第
八
次
市
政
、
、

A

マ
モ
ニ
タ
ー
」
が
決
ま
っ
た
芯
委
嘱
式
は
、
凶
月
十
七
臼
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
。
:
ム

マ
市
長
か
ら
五
十
人
の
モ
ニ
タ
ー
一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

T

A

選

出

さ

れ

た

市

政

モ

ニ

タ

ー

一

承

を

。

一

度

。

七

月

か

ら

始

ま

る

。

は
、
白
治
会
受
口
会
か
ら
推
薦
さ
一
ま
た
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
市
一
審
奈
へ
の
ま
棋
}

れ
た
方
が
二
十
五
人
、
広
報
紙
で
一
民
の
皆
さ
ん
の
議
設
的
な
ご
意
見
一
市
長
へ
の
手
紙
は
、
市
の
施
設

公
募
し
た
方
が
十
一
一
一
入
、
市
長
推
一
や
ご
要
望
、
苦
情
等
を
お
聞
き
し
一
(
公
民
館
、
図
謡
館
、
博
物
館
、

薦
(
市
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
)
が
一
た
り
、
市
政
存
午
巾
民
の
皆
さ
ん
に
一
市
民
プ
ラ
ザ
、
市
民
慾
口
セ
ン
タ

十
一
一
人
で
五
十
人
。
任
期
は
二
年
一
お
知
ら
せ
す
る
量
要
な
役
目
を
持
一
1
3

、
橋
社
奈
館
な
ど
)
や
自
治
会
会

問

。

一

っ

て

い

る

。

一

長

宅

に

用

紙

が

鐙

い

で

あ

る

。

切

な
お
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
選
出
一
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
長
義
キ
鶴
一
手
を
は
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
出
し
て

は
、
地
域
劉
等
の
調
整
を
し
て
い
一
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
い
た
だ
き
た
い
。

る
た
め
、
公
募
さ
れ
た
方
君
主
仕
事
の
内
容
一
議
政
へ
の
墨
田
コ
ー
ナ
ー
〕

同

も

れ

た

方

も

あ

る

の

で

ご

了

一

一

お

祭

り

の

会

場

や

催

し

物

会

場

務
緩
綴
織
縁
関
wm

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
一
な
ど
、
市
口
氏
の
皆
さ
ん
の
集
ま
る

綴
踏
襲
嬢
鰯
麓
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
場
所
へ
広
報
課
職
員
が
出
掛
け
、

瀦
鰯
瀦
輝
頭
鰯
緩
畿
①
市
由
民
の
声
を
開
聞
き
、
市
民
の
婆
一
ご
意
見
や
ご
要
室
を
お
開
き
す

議
綴
欝
綴
綴
錦
繍
望
を
市
に
提
出
す
る
。
一
る
。

品
援
護
鯵
瀦
磯
市
宮
広
報
紙
の
効
果
測
定
や
市
政
の
一
{
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
〕

手
議
録
欝
難
問
媛
点
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
一
市
抗
議
1
燈
市
民
ホ
ー
ル
に
ア

欝
鞠
一
白
日
前
日
十
会
尊
重
く
古
川
百
七
時
し
皆
一
れ
た
す
君
主
一
h
u即
日
日
没
課
長
五
日
は
九
時
一
同
(
詰
毎
日
十
三
一

響

額

欝

広

穂

パ

ト

ロ

ー

ル

盗

事

号

、

前

一

l

i

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

i

l

l

l

一
あ
る
「
平
塚
市
型
雨
水
地
下
:
に
お
申
し
込
み
を
。
…

舞

鶴

譲

民

の

声

高

く

。

一

h
h
'
b
l
p
b
a
i
b
h

言
語
」
で
行
っ
て
い
た
だ
言
一
マ
加
入
で
き
る
万
需
に
住
専

麟
鶴
男
詰
弓
ω
一

下

車

道

盛

時

機

拡

が

る

一

子

が

で

i
一

九

日

計

十

品

川

町

長

国

民

健

康

保

険

税

量

一

期

分

瀦

瀦

線

路

緩

饗

阜

嘉

す

る

。

一

一

錦

織

臨

鱒

灘

雛

畿

髄

一

一

公

止

パ

下

水

道

の

処

理

区

域

で

の

一

3
年
4
月
初
日
…
の
納
期
様
は
七
百
付
二
日
(
月
)
と

議

韓

議

時

バ

時

計

吋

市

に

一

期

鶴

拘

に

時

排

水

設

鶴

工

事

告

一

詰

弓

勺

一

一

切

れ

九

日

岳

民

駐

日

目

一

な

わ

吋

干

に

よ

り

納

め

る

こ

紘

麟

欝

畿

鶴

市

開

問

mw声
を

一

一

一

一

共

下

水

道

重

工

事

践

で

な

け

一

望

完

…

一

一

吉

円

、

由

学

生

以

下

一

と

が

量

実

は

、

納

付

方

法

な

麓

輯

麟

鐘

一

平

葉

年

度

重

去

共

下

水

一

大

神

喜

一

部

一

{

綿

密

一

れ

ば

行

う

こ

と

が

で

き

な

い

。

ご

一

の

方

二

百

円

一

ど

に

つ

い

て

の

相

談

を

受

け

て

い

麟

麟

麟

震

の

皆

さ

ん

の

ご

重

量

一

道

の

整

備

を

行

つ

産

票

、

五

一

マ

設

置

お

よ

び

室

長

等

一

言

ま

た

は

霊

長

年

一

言

。

一

マ

共

済

見

舞

金

死

亡

(

百

万

一

る

。

事

費

韓
輔
輯
欝
言
語
き
す
る
た
め
、
市
政
モ
一
月
一
日
か
ら
処
露
始
と
な
っ
一
①
雲
下
水
道
が
量
震
と
一
出
す
る
た
め
の
工
事

1
年
以
内
一
な
お
、
排
水
設
備
工
事
や
義
一
円
)
か
ら
1
週
間
以
上
1
か
月
末
一
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
保
険

欝

麟

麟

欝

一

一

タ

1
去
に
、
広
穂
パ
ト
ロ
1
一

ぺ

一

な

さ

下

水

道

法

等

の

蓄

に

了

水

乳

化

ヱ

事

3
年
以
内
一
化
工
事
の
た
め
に
、
喜
一
言
豆
満
の
需
の
治
療
を
必
襲
と
す
る
一
(
内
線
一
一
四
八
)
へ
。

響
購
鞠
繍
繍
ル
、
事
へ
の
手
紙
、
市
政
へ
の
一
マ
処
理
開
始
(
接
続
)
喜
一
よ
り
、
こ
の
区
域
内
に
あ
る
建
物
一
②
公
男
子
水
道
の
処
連
区
域
で
一
貸
し
付
け
る
咋
貸
付
斡
〈
あ
つ
)
旋
一
障
害
を
受
け
た
と
き
(
一
万
五
平
一

軽
鱗
麟
麟
麟
提
五
一
一
回
コ
ー
ナ
ー
な
ど
議
度
が
あ
一
撫
語
、
黒
部
丘
、
花
水
台
、
一
を
害
し
て
い
る
さ
、
期
限
内
耳
、
公
共
下
水
道
義
す
宣
言
)
や
自
己
資
金
で
工
事
行
一
門
)
ま
で
の
6
段
階

轟

轟

輯

轍

翻

る

。

ご

需

を

。

一

御

殿

2
E・
3
丁
目
、
車
3
T
L排
水
設
備
を
設
置
し
、
ま
た
く
一
浄
化
槽
は
不
要
一
と
な
る
。
本
体
を
一
っ
た
場
合
存
さ
れ
る
「
助
成

響

調

欝

欝

〔

広

務

パ

ト

ロ

ー

ル

}

一

了

目

、

東

中

原

1
了
田
園

2
了
一
み
取
り
便
所
に
つ
い
て
は
水
洗
式
喜
す
る
か
、
壊
し
て
纏
め
て
い
一
金
制
度
一
が
あ
る
。

轟
轟
轟
鶴
市
の
職
員
が
各
地
域
へ
出
向
い
一
目
、
南
原
3
丁
目
、
中
原
上
宿
、
百
改
造
し
、
公
共
下
水
道
に
章
一
た
だ
き
た
い
。
…
詳
し
く
は
、
下
水
道
総
務
課
庶

有
議
聾
襲
撃
で
、
皆
さ
ん
の
要
望
を
開
く
制
一
回
之

2土
、
横
向
田
村
、
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
害
者
排
水
設
備
工
事
に
つ
一
審
(
内
線
盟
主
へ
。

3

M

m

3

お

7

凶

ト

一

一

1

一

団

施

一

ベ

4

M

M

お

9

2

6

一

回

一

一

却

日

灯
時
一
剖
一
2
回
づ

6
自
お

5
日

間

、

フ

抱

3

沼
ぺ

一

一

口

一

ロ

一

ア

ト

包

丁

目

包

丁

班

知

ぺ

一

べ

[

別
立
丘
幻
町
田

3
m目

。

了

2

了

了

1
郷
頓
町

O
羽
田

8

m
関
野

町
浜
ト
ケ
丘
咲
原
幡
宮
拍
1
原
3
1
原
本
イ
日
開
泊
目
出
向
M
U
日記み

え
ヶ
械
部
重
ケ
八
之
土
原
中
原
殿
中
国
田
神
内
内
村
島
所
崎
じ

札
袖
龍
黒
八
指
摘
出
問
問
真
南
東
中
御
東
豊
豊
大
横
横
回
大
域
間
ふ

治

二

男

子

之

作

子

子

重

代

夫

路

子

障

子

政

勝

一

頼

疋

秀

桂

京

武

和

一

寿

清

秀

洋

川

浦

府

三

(2) 

モニタ まる

平成2年 5Fl守主ヨ臼重喜466苦苦

第
四
十
悶
平
塚
七
夕
ま
つ
り
に
マ
応
募
期
限

5
月
幻
日
(
火
)

撃
を
添
え
る
「
ミ
ス
七
夕
い
を
募
マ
審
査

6
月
3
尽
(
臼
)
午
前

集

し

て

い

る

。

ぬ

時

1
、
市
民
セ
ン
タ
ー

東
洋
の
ロ
マ
ン
、
牽
(
け
ん
)
ヤ
賞
ミ
ス
七
夕
ア
メ
リ
カ
西

牛
と
織
り
姫
の
神
話
に
ふ
さ
わ
し
海
岸
旅
行
費
(
お
万
円
)
と
副
賞

い
、
健
康
で
明
る
く
教
養
豊
か
な
(
国
内
旅
行
券
等
)
、
七
夕
の
星

女

性

を

求

め

て

い

る

。

賞

金

(
5万
円
)

h

f

、
副
鈴
(
函

な
お
、
ミ
ス
七
夕
に
逗
ぼ
れ
る
内
旅
行
券
等
)

と
、
七
夕
ま
つ
り
ゐ
」
は
じ
め
と
す
マ
応
募
方
法
住
柄
、
氏
名
(
ふ

る
観
光
行
事
や
市
の
行
事
に
、
ム
り
が
な
)
、
生
年
月
日
、
職
業

年
間
活
躍
し
て
い
た
だ
く
。
(
勤
務
先
名
、
学
校
名
)
、
電
話

マ
選
出
人
数
ミ
ス
七
夕

3

番
号
、
身
長
、
体
重
、
バ
ス
ト
、

入
、
七
夕
の
星
3

4
人
ウ
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
ザ
イ
ズ
を

マ
応
募
資
格
①
県
内
に
お
住
ま
記
入
し
、
写
真
(
カ
ラ
ー
サ
i
ピ

い
、
事
め
ま
た
は
草
し
て
い
ス
サ
イ
ズ
@
土
半
身
)
を
向
封
の

る
未
婚
女
性
(
外
国
籍
の
方
は
隊
う
え
、
郵
送
等
で
申
し
込
む
。

く
)
②
平
成
2
年
7
月
7
日
現
マ
応
募
先
千
以
平
塚
市
浅
両
同
町

在
、
満
凶
歳
ら
お
歳
(
高
校
生
は

9
1
1

平
塚
市
役
所
内
七
夕
ま

除

く

)

つ

り

蒸

付

委

員

会

事

務

局

へ収線 1

3三諮三: 建築技師の募集(箸子名)
荷予"'"ノ、

~ ~ (~ -・重量格 昭矛[135年 7月 2臼以降に生まれた方で、大学以

ーも係 ; γ jの専門課程を卒業した方。(短大除く)
…-F'i桜 @第 1次試験 5月29日 附

線，c:: γ申し込み 5月 22臼削までに、申込書とはがき

二二 J 票)を本人が直接職員課人事部へo

七い
七 て : あ る 。 採 用 は 7月 1日以障の T定
、~ fま v中，...， ，...，いホト l 恥 i ν恥叶 1 い ν 下 l

経
闘
争
車
税
は
毎
年
四
月
一
日

現
夜
、
車
を
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
る
。

平
成
二
年
度

mv一
一
主
返
災
害
共
孫
一
平
成
二
年
度
の
軽
自
動
車
税
の

が
五
月
…
白
か
ら
始
ま
っ
て
い
一
納
期
限
は
五
月
一
二
十
一
臼
と
な
っ

る

。

一

て

お

り

、

該

当

さ

れ

る

方

に

す

で

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
一
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て
あ
る

ん
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
一
の
で
、
お
近
く
の
金
議
機
関
(
農

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
一
協
、
漁
協
を
A
豆
U
)
ま
た
は
市
持

る
よ
う
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
。
一
所
会
計
諌
窓
口
へ
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
万
は
市
一
な
お
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
に

没
所
会
計
課
窓
口
、
市
内
金
需
融
機
一
つ
い
て
は
市
民
税
制
時
税
制
係
(
内

水道週間 自河 1 日 ~7 S 

二~\i総務均以 キャンペーンを実施
o ko If/o El特 6J'I 5 El (火)12 : 30~14ω 

九 会場車工谷パールロード
催 し 物 パ ネ ル 繰 示 、 水 道 の 相 談

水道局半壊営業所電話22-2711

。
一
組
法
樟
栂
鋭

5
月
間
四
日
(
水
)
、
お
臼
(
水
)
、
油
田
(
水
)
、

6
月
6
臼
(
水
)
、
日
日
(
水
)

予
約
制
(
電
語
で
も
時
)
、
日
時
5
日
時

。
愛
記
、
住
託
、
湖
毅
相
談

6
月
8
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

。
一
融
市
農
相
談
揮
包
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
・
第
2

第
4
土
壇
は
除
く
)

。
調
幾
生
活
稽
談

5
月
四
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、
6
月
1
日{金)、

8
日(金
)
9
時
1
日
時

。
定
係
年
金
相
談

6
月
H
E
(木
)
、
日
時

s日
時

。
品
開
明
帯
欝
特
鮮
相
談

6
月
4
臼
(
月
)
、
日
時
日
目
時

。
下
鵠
猿
引
相
続

5
月
げ
自
(
木
)
、
日
時
間
分
1
日
時

。
住
宅
捕
組
組
(
新
築
補
静
な
ど
)
5
月
訪
日
(
火
)
、
日
時
C
3
日
時

を
務
少
年
栂
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
日
制
!
七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
8
9
時
S
M時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
閣
み
ご
と
弓
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

i
七
八
一
一
一

O

月
t
土
曜
日
9
時
3
四
時
四
分

犠

机

税

金

銭

お

j
一一一一一一一一一一一

。
心
詑
ご
と
相
談
瞳
週
百
月
曜
臼
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
欄
鍛
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
M
時

(
土
曜
自
は
四
時
ま
て
第
2
、
第
4

土
曜
詰
酷
く
)

。
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
、
同
時
1
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
一
母
子
相
続
革
週
月
，
、
金
曜
臼
、

9
時
3
M時

。
寧
獲
兇
灘
輔
醐
醐
笹
週
月
3
金
曜
日
、
9
時
1
日四時

。
高
齢
者
職
輯
相
談
嬉
題
湾
よ
宣
曜
白
、
9
時
加
分
S
M時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
酷
く
)

〈
ば
購
入
相
談
需
月
第
3
木
曜
語
、
四
時
5
日
時



(3) 平成2年 51'弓15日

会サーフ潤 会なイベント箆緯

-己ーナλ 刀、-;Jとレジャースタジアム(7月 1日-9月 2日〕

・ザーフエックス'9{)イン平埠(7月21.-._， 8月四日〉

-パンパシフィツクライフセーピングチャンピョンシッブ(8月
3日 -5日)

明ともしびふれあい広場イン平壕(7月四日)
・絹高出掛特産支つ打(8 月 3 日 ~5 日)

ii1ji号222j:霊13iiHiiiifizziiiiliihif暗雲
許可語12長選 5委Ftmd聖書与党352島完封時;計

型jH主15iUiiiiiiiiiii!iii?j;:!!?i
ソ~フ l ブツざシグ i車に務み 蟹ママ y~g マ 271v-E董斉小・'V v v 1 会 諮 る ン 委 海EziLjjjuii請を ?F12iiFTHpiFぷ

11qLJ??FA ijFH室長i討すみ日主21i;i
5i:iiiH1iiT 単一 ;Z2ii計五 ;311iii 
出FH;7hhijva鱒鱗襲安十 Iぜii

委計廿;同五時E352整難轟轟欝繋襲撃 こご|認み

1iilijip:!日付鱗麟繋絡会 liii 
iiii!?fiiiii;272iqfiilii;jiiiH議ljTJ今日ifii
!ijiHjfiiiR1i!i ftiiiii11iii呼liii!日if

と き 3母{器〉
午諸君10時 ~

ところ市農センター
アトラクシ謂ン(午後 l時開審)

トヨタミュージックステージ

{出演者]

内藤やす子、香霞かおり

建野由紀、事昏倒督、絢!I!il藍幾

笥会議輔童話

出持!?事 li室長エ li1153言句持者君
事iiii115宮崎!?jア(民み員 Aピzhzi七三塁家 lfzh i iz ! i t 号
品。霊会と毒裏の!。生日 :g醤さ~ Sf 4， 

1 邸時列注入 i譲ZZ高言嘉:日ト…………FSi記長室長盟 luHfiH平需品購;

!?jjjiltjj襲iTtj!!??tij
ピ;iiiii中医師詰守iた!!?ii115iiiii2274i喜子詰塁審議1i-21iZJ 語ZFE民〕好調章

、iiiiiii詰;;;;fFH1;!;!戸 !ilj

戸叫

とき 喜男 3自(自)午前8時

⑨午前7時に花火で合図をする

(穏天の場合は 6月四日(臼)に延期)

湾縁場所⑨自宅付近の道路
・広場、公関等の公共場所

.平塚樽岸

問い合わせ理境衛生業務諜〈内緯530)

4秒

困問い合わせ 七夕まつり実行委員会(商工諜観光係)



(4) 平成2年 5i弓158らつか

重量 B 語審""(.1 ヱz

お
じ
い
ち
ゃ
ん
し
っ
か
り
押
さ
え
て
ね

J
」
の
ま
ち
に
み
ど
り
の
風
在
ン
サ
1
ト
な
ど
の
催
し
絡
が
行
わ

ふ
か
せ
よ
う
f
e
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
れ
、
公
園
闘
の
周
り
に
も
、
露
活
な

レ
i
ズ
に
閥
開
催
さ
れ
た
緑
一
化
フ
ェ
ど
が
出
屈
し
、
祭
り
を
一
層
盛
り

ス
テ
ィ
パ
ル
に
は
、
一
ニ
臼
簡
で
六
上
げ
ま
し
た
。

万
五
千
人
の
人
出
が
あ
り
ま
し
訪
れ
た
人
た
ち
も
、
苗
木
や
箪

た

。

花

亭

買

っ

た

り

、

イ

ベ

ン

ト

を

楽

毎
日
配
布
さ
れ
た
苗
示
、
用
土
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

な
ど
は
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
終
っ
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
市

て
し
ま
い
ま
し
た
。
内
の
緑
も
き
っ
と
増
え
る
こ
と
で

ま
た
、
会
場
の
八
機
山
公
開
幽
で
し
ょ
う
。

は
、
桂
木
市
、
一
日
動
物
村
、
コ

援
に
は
、
こ
い
の
ぼ
り
が
元
気

よ
く
泳
い
で
い
ま
す
。
地
上
で

は
、
こ
れ
に
魚
げ
な
い
く
ら
い
元

気
に
走
り
回
る
子
供
た
ち
が
い
ま

す。
子
供
大
会
に
参
加
し
て
い
る
子

供
た
ち
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
子
供
た
ち
が
主

役
で
市
内
の
各
地
町
民
で
、
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
や
ゲ
ー
ム
な
ど
趣
向
者

凝
ら
し
た
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し

た。
今
白
一
日
は
、
普
段
、
子
供
と

遊
べ
な
い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も

ゲ
1
ム
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た。
子
供
た
ち
も
き
っ
と
楽
し
い
一

臼
そ
過
ご
せ
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

夏
休
み
期
隔
を
利
用
し
て
行
わ
て
会
場
見
附
ム
刊
体
育
館

れ
る
少
年
野
球
大
会
と
、
少
女
ソ
一
マ
監
督
会
議

ブ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
山
出
場
チ
l
ム

7
5時
7
月
比
自
主

を

募

集

し

て

い

る

。

一

7
時
1

{
第
幻
閤
平
塚
市
少
年
野
球
穴
会
〕
一

2

会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
ラ

マ
鍛
臼

7
月
幻
臼
(
金
)
5
8
一
芸
賞
議
室

月
1
臼

(

水

)

一

マ

申

込

間

期

間

間

6
月
日
日
(
月
)

マ
会
場
平
塚
球
場
お
よ
び
大
神
一
マ
申
込
先
見
附
台
体
育
館
内
体

ス

ポ

ー

ツ

広

場

一

斉

諜

(

電

話

お

l
一一一

O
六
O)

マ
チ
ー
ム
編
成
①
代
表
者
1
…
門
第
9
翻
平
塚
少
女
ソ
フ
ト
ボ
!

入
、
東
督
1
入
、
コ
ー
チ
1
入
、
一
ル
大
会
〕

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ー
入
、
避
守
は
ぬ
一
[
〉
期
日

7
月
幻
臼
(
金
)
j
k
J
m

人
以
内
と
す
る
②
選
手
は
小
学
一
臼
(
臼
)

生
の
部

(
4
1
S年
生
)
に
お
い
一
マ
会
場
平
塚
球
場
お
よ
び
大
神

て
は
小
学
校
湧
芋
広
域
内
、
ま
た
一
ス
ポ
ー
ツ
広
場

中
学
宇
沼
山
部
に
お
い
て
は
中
学
校
一
マ
チ
ー
ム
編
淡
子
供
会
ま
た
は

通
学
区
域
内
で
一
編
成
す
る
③
盛
一
小
学
校
選
学
座
竣
内
で
編
成
す
る

相
聞
は
お
歳
以
上
と
す
る
一
マ
参
加
料

1
チ
ー
ム
五
千
円

マ
試
合
+
刀
法
②
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
マ
総
会
お
せ
抽
選
会

戦
⑦
訳
合
は
5
回
戦
と
し
、
準
了
臼
持

6
月
μ
日
(
臼
)
午
後

決
勝
か
ら
は
7
回
戦
と
す
る
一

3
符
1

三
戸
加
料
一
チ
l
ム
一
二
千
円
て
会
場
旭
北
公
民
館

マ
組
み
合
わ
せ
描
選
会
一
一
〉
申
込
期
限

6
月
4
5
(月
)

・
臼
符

6
月
初
日
(
主
)
午
後
一
マ
申
込
莞
見
総
合
体
育
館
内
体

2
時
1

…
タ
謀
議
話
市
川
一
ニ
O
六
O
)

第却額七夕まつり協賛持率 (7月間、 1513放敏)

8時 6 f:l30B (二幻午後 1時

会場市民センターホール

三三遊亭門書革、径数量L

林重量こん平外

。申し込み方法往復はがき(1人 1枚}に

住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入

し、 5月258までに「〒254平雛市主主防町15

1市民センター(霊童話32-2235lJへG 応

募多数の場合は抽選

(t滋演者1

雪量

認 Fl 髭 {室長)-3 S (毘) 2;抱3認

さき主主 楽幾祭大台ヶ療と浅野!JJ

吉野町立E国民宿舎 吉野山荘

善幸 6月 18(金)午盈 8時30分見附古体育館

前集合 9時出発。車中 1泊

宅 6月 3E3 (日)午後 8時ごろ

hn重量 24，OOOPヲ〈宿泊費、交通費等)

銭入量塾 40人(定員になり次第締め切る)

し込み 5月 16臼(水)午前 8時 30分から受付。

霊参加費を添えて申し込む

所見附台体育館内体育諜

実主言孟31-3060



第 466害警 続玉幸議ひ

この花なんでいう

(6) 

5 J125日告主主

午後 6時機演

ところ 市民センター

く〉寄金者山E器禁智子

。ゲスト歌手大内三豊臣

[おれは荒波Jrみなと劇場j

飛び入り希聾者は、青在日までに勤

労会館へ問い合わせを

事入場窮由「お楽しみ書面塾講jがある

勤労会費宮 電話32-3355
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シー。フヱイス。オーケスト

運怠ワ

O~~待合体育館〈電話31-3057)
・時雄率重量局 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式麗球 (~16時)、パレ (16時-)

5汚盟国{舟}午韓 1時~午撞8時

• 6丹江田{月} ノノ

-飴 el 夏の日の怨、ムーラン・ルージュ外

争前務り 発売中

市民セン安一、チヶ、ソトセゾン、チケットピ

ア、ヤンレイレコード、稲元屋楽器沼、サク

ラ書l吉本彦、ヨネザワ奈著書、花水書活、;文栄

堂、なでしこ書房

・入場料 4，OOOPl全席指定)

諸問い合わせ 市民センゴヨ一言電話32-2235

01量83公民縁体害事童書〈電話31-2136)

• 5月21自(月)午前 9時~午鞭 8時

・61号4器(月) 1/ 

• 6 J:318自(月) 1/ 

く〉金自公民鎗体育童書(電話5ト 0101)

悶 5J寺田劉(丹)午前 9時~午樺8時

• 6月 4毘{河)ノ

・6月 18泊(月) // 

・関揺緑豊窓 バレー(9時-13時)、パドミン

トン、卓球(13時-16時〕、バスケット (16

時~即時〉、

援 7月分の申し込みは 6月 1日 9時から
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15日 29日

19fヨ
19仁1

20 日

21日

21出

22日

26日

26日

27ヨ
28fヨ

(金瞳日むみ賀出曹と参考室は 9 時~18時

50ク矛〉

会骨館日 毎週月曜日、月末

会問聾輯千浅間町12-4] 電 話31-0415

合シーサイドウオークラリー

障害のある方々と 緒にクイズを解きなが

ら湘南の掘をさ多く。

咽日時 5月20日 (日) 10時~

e 会場湘南サイクソング コースヘ辻堂海浜
公閣

'参加茂を 1、000円(昼食代を含む)

・申込期限 5月四日(金)

会開競時間

火~土曜日 9 時~21時30分
(日曜日目み 9時 -17時)

合体舘認 権週月曜日

会青世年金聾

境問罰丁12--41 電話32-7029

射器

交互奪還華大学卒義変革IJ1'再選手の受章号を
市立以i番館と東海大学付属図書館では相互

利用をしているが、今年度の利用更新手続き

を行っている。引き続いて利用される方、お

よび新たに利用を希望される方は、 3時参考

宣む手続きをe

・利用資格 市立L司書館利用の設鋸をしてお

り、かつ専門分野の研究をしている満四歳以

との方

合間麓時間

火~日曙日 9 時'~16時50分

f良寛そ求めて 40分

回世紀後半から 19世紀にかけて、 Jt越の山

主患で 生を送った良寛の主芸術と人間性が、現

代人に探く訴える珂j討をさぐる。

主~5 月 27自(毘)

Iさよなら子ネコちゃん」 湾映画 分

の檎亡猫をめぐり、子供たちと周自の

六人の心蝿まる実話をと ι ーマンタッチで描

く。

む 6}寺3自(自)

1まくのクモがっせん 21分

人間の生活と自黙環境とりがかねりあいを

考えさせ、自新愛護を訴える。

Iサリガニをみつけよう」 日分

ザノコザニの生活を紹介する。

(O}6月(毘}

亘宝・需貫山樟記J桧巷J ト

17世紀初頭、倍賞山の修行イ鍔 e 命慈の 3つ

の奇跡訴を絵巻に uたもので、揮動感にあふ

古新資料奴講義援(議然綴門)

開館時から新機種に変わるまで活躍したフ

ラネタリウム申、いん右を展示。 (~5n27

白骨寄贈品コ ナー)

uプラネタリウム斗まうさ君主霊がやって来た

昨牢12月に尭毘されたオースチンすい星の

写真を眺めながら、ほうき星がどういうもの

か紹介する。 (~7 月日口〉
易投能回

〈 般〉 土曜日比時、日曜日 11時 .14時

(f京本〉 本、木、工曜訂 10時・日時

ー投影時間 分 (1人 1∞円)

@団体制用 20人民上の間体陪団体専用日に

利用できる。利用する日臼前までにお申し

込みを。

女体舘沼 龍週月曜日、 5月.296 (火 ~6
月 7日(木い館内消毒

会博物鵡官 ヂ制捜間町三2-41 電話33--5111

合理員宮霊会

海時灘、金場開時、 14時、 3摺ホーjレ
@5丹羽田(自}



第 466努

• 6月12日 63年 12月 11 日 ~20回全

• 6月 19F] 63年 12月日~31日生

[ 3車兇]

• 6月 7Ei 62年 4月 1汀--15日生

・6 f-=i21H 4 月 16 日 ~30口メと

践報ひらつか平成二主主芋5月守 58

由平壇探憧所

豊原町 6 電話32---0130

母様撞センタ
中堅34~17 電話34--0311 

〈ア〉

翻対象 6月中に 8か月から糟 I嶺

になるずし幼児のほ紺
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で

高

百

円

)

一

マ

デ

キ

ス

ト

の

内

容

議

室

て

2
2主
入
の
一
三
、
三
マ
警
告
月
対
日
(
谷

ご

一

。

。

:

:

i

9

9

6

?

j

'

回

a
:
一
日
学
塚
市
浅
間
町
5

1

地
域
一
マ
講
師
削
「
食
べ
物
の
文
化
」
編

一

i
t
i
y

は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
(
時
三
、
ベ
ピ
!
カ
l
、
オ
!
ト
パ
一

2
2

一

問

一

窃

崎

公

「

U
W

の

で

、

ご

了

承

売

イ

(

山

町

)

一

つ

く

り

課

市

民

善

係

へ

。

一

集

長

安

議

節

子

さ

ん

6

一

環

「

し

一

、

h

v不
用

品

愛

護

護

送

っ

て

下

さ

い

男

子

衣

類

(
2
1
一

議

費

生

活

霊

会

一

商

事

富

ひ

ら

つ

か

ス

カ

聖

子

江

五

議

処

理

づ

く

り

課

市

民

主

部

(

内

線

3
境
問
)
、
ベ
ピ
ベ

y
R
洗

曜

一

一

イ

フ

ラ

ザ

第

2
会
議
実
午
前

m

f
i
J
F
Lト
¥
二
六
二
へ
。
機
、
顕
微
説
、
ぶ
ら
さ
が
り
控
雲
、
一
~
今
、
健
康
に
暮
ら
す
に
は
」
を
一
時
1
語

欄
一
皆
さ
ん
の
ご
協
h
r問
い
合
わ
せ
が
や
譲
り
ま
す
コ
ン
ビ
ラ
y
ク
、
英
文
友
子
問
自
転
車

(
M引
J

、
大
人
用
自
一
テ
ー
マ
と
し
た
消
費
生
活
学
習
会
一
申
し
込
み
は
、
地
域
づ
く
り
諜

臨

時

間

い

会

わ

せ

の

ζ

さ
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
、
女
ヂ
用
自
転
車
転
案
、
物
置
、
お
き
§
」
と
セ
ッ
ト
一
一
か
弱
か
れ
る
。
先
着
百
人
。
市
民
止
痛
係
(
内
轡
工
ハ
一
一
)
へ
。

盟関 2期月 撃 は 3か月以上 4歳未

満 の乳幼児 3議開からお 趨 間 の

間隔で:5[口1受ける。

舗 欝 2期第 2期心 31凸，[!じ〉接種目

から l匂以と 1年 6か月以内に 1

日受ける。 5椛 6か月 iこ速するま

て受けられるが、 4歳までに終了

することが望ましい。

麗開業医、病院で接揮を。権碍日は

医師とご相談を。

麗料金無料

護観保険証、母子健軍予帳を持害

離対 象 同日ぜぎの予防接揮を受付

。必要のない乳幼だ。

ー第 l期 3か月以上 6議米I認の手

幼児。 3週 間 か ら 8_;境問の問踊て

3[q]受ける。

第 2期第 1朗の 3 日の接種目

から 1託以上 l年 6か月以内に 1

[ロ:受げる。

翻接揖方法 市民 病 院 ・ 共 済 病 続 の

みで年 間 を 通 じ て 接 種 Cぎる。持

樟 日は同病院にご相識をc

盟料金無料

鶴保険証、ほ f乙健成子帳を持参

水溶懇重量フォーラムー~ー〈暮らしの中毒吉見つめ麹す

1 

ぎ 5守3013(水)午後 1時~

ところ や炎公渓童書
。シンポジウム

・基調講演森下郁子氏

a パネルディスカツション

平野レミ氏野真代氏(タレント、)

須藤隆氏(東北大教授)

。書記念コンサート

寝耳話芸高要冬子容ん(歌手、先トワ・エ・モア)

※希望される方は、はが吉または篭話で環境

保全霊祭「苧254平塚市浅間町 9-lJ (電

話23-1111内綿331)へ

翼丹Eヨ 5月 2Eヨ(こと)、 3 Eヨ
時 閉午高官10時~午後 5時

会場 震史上ゴル6畿でラニミカホー

f主な内容}

a:塁車線による幼児の重量点満診

場 6J寺2臼(土) 午後 2時~4 時

・6月 3S (認) 午後 1 時~4持

a:生活指導、健康椙談、血圧測定

③ママの舎による「おやつの指導J
喧〉小中学生のポスタ 展 示

問い合わせ健康課健漠づくり係 富士見小学校3年小111慶 君 の 内 品



(8) 

自
転
車
を
降
り
ず

に
乗
っ
て
い
る
人
が
い
て
危
時
間

だ
と
思
い
ま
す
。

市
内
に
は
自
転
車
介
募
J

行
者

兼
用
の
歩
道
が
あ
り
ま
す
が
、

何
か
基
翠
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
(
八
冊
拠
出
世
跨
潟
上
か
つ
子

さ
ん
)

駅
周
辺
や
市
街

地
の
歩
行
者
の
多

い
歩
道
を
自
転
事
ご
走
行
す
る

こ
と
は
大
変
危
険
な
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
自
転

輩
臨
時
聴
者
絞
の
設
蜜
や
、
自
転

議
整
理
長
に
よ
る
歩
道
走
行
お

よ
び
二
人
乗
り
な
ど
の
危
険
行

為
に
つ
い
て
、
機
会
あ
る
ご
と

に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
自
転
車
で
定
行
で

③
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
書
く

③
代
筆
の
場
合
は
、
代
筆
む
理
由
、

代
筆
者
の
佐
所
、
氏
名
を
添
え
る

④
書
式
は
米
紙
を
横
長
に
用
い
、
有

山
本
分
に
題
と
歌
、
在
以
十
分
に
郵
壇
番

培
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

業
を
記
入
す
る

V
申
込
期
限
9
月
日
日
(
丹
)

門

v
申
込
先
千
聞
東
京
都
千
代
田
区

千
内
田
l
番
1
号
宮
内
庁

市
ナ
理
市
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
市
成
2
年
5
月
お
日
か
ら
、

閣
人
の
住
居
内
に
お
い
て
次
の
撃
の

危
険
物
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取
り
扱
う

場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
る
。

マ
品
名
e

数
量

@
ガ
ソ
リ
ン
西
口
以
上

・
打
川
地
五
百
以
以
上

E

重
油
一
千
円
い
以
上

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防
課
危

換
物
慎
(
内
鶴
一
一
一
九
一
一
)
ヘ
ロ

平
塚
自
動
事
提
股
請
求
相
経
セ
ン

タ
}
(
平
環
市
宮
の
前
1
1
1
7
平
壕

宮
の
前
ピ
ル
8
階
・
篭
語
担

1
0
六

の
あ
る
道
路
で
は
、
原
則
と
し

て
議
選
を
裳
什
U
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
歩
道
を
通
行
す
る
と
き

は
扇
転
車
を
降
り
る
ご
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
車
両
の
大
幅
増
加

廿
宮
教
笈
を
開
聞
く

す
自
時
6
月
2
日
(
土
)
午
前
9

時
却
分
1
日
時
叩
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
帥
闘
芸
研
究
家
笠
間
勇
氏
東
海
大
学
湖
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委

マ
内
容
こ
れ
か
ら
の
庭
木
の
手
人
員
会
で
は
、
教
養
と
文
化
意
識
の
向

れ

と

を

図

る

こ

と

が

い

凶

的

に

、

今

年

度

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
置
付
法
相
前
期
の
公
開
セ
ミ
ナ
を
開
く
。
η

談
コ
ー
ナ
ー
(
電
話
泊
。
五
九
吾
加
を
。

一

-

)

{

欝

出

向

守

生

と

誌

の

境

界

輔

}

マ
期
日

5
月
四
日
(
月
)

マ
講
師
太
阪
市
立
大
学
教
師
担
中

山
印
刷
氏

{
欝
脳
部
・
マ
ル
チ
プ
ラ
ン
ナ
i
盤

成
ギ
プ
ス
)

マ
期
日
6
月
4
日
(
月
)

マ
講
師
マ
ル
チ
プ
ラ
ン
ゴ
i

阿

川
り
ゅ
う
じ
ん
氏

{
額
出
路
'
五
月
龍
構
不
夜
誰
構

群〕

八
八
)
で
は
、
交
通
事
故
蕪
料
相
誌

を
行
っ
て
い
る
。
ご
利
用
を

0

7
相
談
円
盤
週
月
喧
什
〈
〉
金
曜
日

の
午
前
9
時
四
分
:
今
後
4
時
叫
分

守
弁
護
士
に
よ
る
相
談
日
毎
月
第

1
"
第
3
金
曜
日
の
今
後
1
時
1
4

時
県
で
は
、
第
8
問
か
な
が
わ
消
費

者
の
っ
と
い
在
向
く
。

マ
日
時

5
月
刊
日
(
金
)
午
前
日

時
却
分
5
午
後
3
時
品
分

マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

(
藤
沢
市
江
ノ
島
I

U

1

)

マ
内
容

{
会
悼
金
〕
午
前
U
時
1
午
後
0

て人

に
よ
る
交
通
環
境
の
悪
化
に
よ

り
、
車
道
上
で
の
向
M
M
駐
議
走
行

が
危
険
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

場
合
、
お
お
む
ね
一
一
一
好
以
上
の

鰯
員
の
あ
る
歩
遂
に
つ
い
て

は
、
公
安
委
員
会
の
規
制
、
許

可
に
よ
っ
て
自
転
車
走
符
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、

ζ
の
場
合
で
も
歩

行
者
の
安
全
の
た
め
、
自
転
車

は
車
道
寄
り
を
走
行
す
る
よ
う

時
間
分
映
画
と
映
、
フ
ア
ク
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー

{
ハ
甘
科
金
〕
午
後
1
時
t
J
3
時

お
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
輸
入
食
品
、

②
食
の
安
全
、
③
地
球
が
危
な
い
、

④
コ
ミ
と
リ
サ
イ
ク
ル
、
⑤
白
木
の

消
費
者
戸
ほ
が
な
ぜ

マ
問
い
合
わ
せ
先
持
庁
県
民
部
消

費
生
活
課
(
電
f
品
。
百
五
;
一
一
心

i
一
内
線
一
五
一
一
)

に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
安
全
な

街
づ
く
り
亭
rす
る
た
め
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
乗
車
マ
ナ

ー
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
(
玄
遜
安
全
諜
)

斑
市
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
広
認
誤
広
抽
出
諜
(
内
線
一
一
一
五

五
)
へ
。

門

v
関
口

6
月
日
日
(
月
)

マ
講
師
東
海
氏
学
教
捜
山
崎
築

資
氏

※
会
場
、
時
間
は
い
す
れ
ち
松
前
記

念
鮪
、
午
後
4
時
品
分
5
6時
別
分

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ミ
ナ
?
普

段
会
(
電
話
回
一
内
線
五

五
(
」
九
)
へ
。

住
吉
凶
金
融
公
原
で
は
、
平
成
2
年

庭
第
2
四
個
人
向
け
融
資
(
一
般
汁

右
建
設
資
金
な
と
)
の
受
付
を
6
円

1
日
(
金
)
ま
で
行
っ
て
い
る
。

詳
υく
は
、
同
公
庫
東
収
支
出
総

務
部
広
報
調
(
内
南
訪
問
八
一
一

一
一
内
線
内
八
五
)
へ
。

あたたかい社
会
福
祉
益
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
院
わ
れ
る
。
こ

協

h
を。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
話
事
詰
出
一
一
一
一
一
一
一
一
)
へ
c

マ
社
会
議
絞
援
金
へ
'
日
人
会

一
一
千
円
、
湘
央
建
設
組
合
大
野
支
部

(
万
円
、
現
代
美
術
家
協
会
神
奈
川

支
部
イ
万
円
、
伊
藤
本
一
千
二

百
四
十
八
円
、
岡
崎
小
学
校
6卑
2

組
四
千
百
四
?
八
円
、
藍
平
郵
誌

局
・
花
水
地
震
弘
九
九
崩
事
議
王
子
自
治
会

五
万
一
一
手
五
百
四
寸
円
、
性
藤
正
人

三
十
六
万
円
、
県
資
櫨
協
同
組
合

平
壕
支
部
六
万
一
千
百
二
十
五

円
、
前
野
和
治
一
子
円
、
つ
く
し

看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
千
万
円
、

相
撲
小
学
校
児
窓
会
六
千
八
円
十

九
円
、
豊
田
地
区
社
協
一
一
万
一

7

L
;

丘
円
、
性
藤
真
佐
子
一
千
円
、

水
苔
太
喜
男
二
千
円
、
吉
沢
小
学

校
児
家
会
六
千
九
百
四
ト
四
円
、

木
も
れ
賜
…
万
円
、
グ
リ
ー
ン
サ

ウ
ナ
子
白
七
河
、
エ
プ
ロ
ン
母

さ
ん
の
金
円
下
|
内

マ
児
撞
議
祉
へ
磯
崎
勉
一
千

円
、
笹
名

(
3件
)
五
下
円

マ
社
金
福
枝
へ

p

磯
崎
結
犬

ず

T
z
d

り
交
論
鵠
摺
宛
へ

'EX連
安
全
協

会
金
田
支
部
万
五

τ
円
、
鴨
安
心

出
土
業
二
五
八
千
八
百
一
?
一
一
円

マ
身
体
樺
害
者
へ
‘
飯
田
秀
子

九
手
九
百
五
十
九
円

敬称略

ス
ポ
ー
ツ
恥
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
智
会
、
ス
ポ
ー
ツ
間

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
現
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
会
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
挺
興

財
隠
(
嘩
話
出

C

C

J
へ。

マ
ス
ポ
j
ツ
義
金
へ
・
商
工
会
議

所
青
年
部
一
十
九
万
エ
四
百
4

八
円
、
平
塚
市
ス
ポ
l
y
用
品
小
売

晦
組
合
万
円
、
子
第
あ
る
く
会

-
刀
八
子
ハ
百
十
七
月
、
崇
着
地

阿
保
育
握
興
会
五
万
四
千
九
百
点

ト
二
円
、
問
接
請
義
一
二
万
λ
百
九

&恕

¥414タ
ヴ
ノ

f
/
移

骨

盤

「

f
t
J
P
Jぷ
掛

洛

サ
一
一
委
託
買
取

ど〆
J
j魚
/

敬

事

fL〉
し
ぶ
照
一

み
ど
り
基
金
は
、
結
化
同
体
の
助

成
な
ど
に
世
わ
れ
る
。
ご
協
力
そ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
悶
結
地
説
紋

政
係
(
内
線
五
九
)
へ
。

門

v
み
ど
り
議
金
へ

z

川
田
俊
子

一
万
円
、
小
樽
昌
宏
一
万
円
~
出

瞭
ソ
ロ
フ
チ
ミ
ス
ト
一
平
場
一
一
十
万

江

く〉ご協力ありがとうごぢいました(4月) 敬祢略

東京電力、日産サニー湖南販売、明製作所、 Aコ

ブ場倍、ウロコ製作所、神奈川県経精農業協同総

合i車合会、関西ペイント、しらさ ぎ ラ イ オ ン ズ ク ラ

ブ、東海大学 (以ヒ間体のみ)

敬拘、略

ぐ寺霊

yj 16 1:1 

(/I() 10時~

]5時 30分平塚

尾氏itl 、24[1 

(木) ]3時~

時30分担谷

ノてレロ ド

思
春
期
の

F
判
明
が
、
私
た
ち

の
前
で
肉
分
の
悩
み
、
苦
し
さ
切
な
ボ
J

ン
ト
に
な
る
と
思
い

を
示
え
る
と
い
}
つ
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
押
1
品-
m
っ
子
供
が
町
内
も
ニ
苦
わ
な
い
か
ら

で
い
て
、
私
た
ち
の
質
問
に
対
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
て
、
ボ
ソ
ッ
ボ
ソ
ッ
と
と
た
は
、
一
歩
も
進
む
こ
と
は
で
き

え
る
の
が
せ
い
ぜ
い
な
の
で
ま
せ
ん
。

す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ふ
と
し
た
一
官
業
や
、
何
気
な

の

で

し

ょ

う

か

。

い

し

く

さ

か

ら

子

供

の

気

持

ち

甲
山
泰
鍛
は
、

7
供
の
一
段
階
か
を
察
し
て
い
く
と
い
う
よ
う

ら
大
人
の
段
階
へ
と
一
大
飛
躍
な
、
き
め
の
線
や
か
な
し
ん
ぼ

を
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
う
強
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

て
も
難
し
い
持
類
で
す
。
し
か
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

約2

の
府
民
間
四
キ
与
ふ
か
し
て
、
内
面
?
感

じ
た
印
象
を
表
現
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
皆
認
し
て
い
ま

F
。

こ
う
い
っ
た
新
鮮
な
ひ
ら
め
き

を
盗
面
に
表
現
す
る
に
は
、
制
作

に
昨
日
開
聞
が
か
か
る
大
望
作
品
は
や

は
り
不
都
合
で
あ
っ
た
の
で
す
。

黒
阪
は
、
ス
ケ
ッ
チ
に
く
ら
べ
大

作
で
は
鋭
い
感
覚
を
表
現
し
に
く

い
、
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
小
品
で
は
最
初
の
感
覚
を
失
わ

ず
に
完
成
さ
せ
る
こ
Fが
で
き
る

が
、
大
内
に
な
る
と
制
作
に
時
績

を
察
し
、
最
初
の
感
覚
が
薄
れ
た

と
の
風
景
に
党
党
え
の
あ
る
方
品
に
限
っ
た
特
徴
で
は
あ
り
ま
せ
り
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
と

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ん
。
黒
巴
の
風
景
嵐
会
移
せ
骨
思
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
黒

か
。
平
塚
か
ら
海
沿
い
に
鎌
倉
方
い
え
る
こ
と
な
の
で
す
。
黒
羽
は
沼
の
一
風
繁
必
に
小
品
が
多
い
わ
け

蕗
へ
車
を
走
ら
せ
、
江
ノ
患
を
過
総
作
品
数
の
六
割
に
も
及
ぷ
田
俊
一
阜
も
、
求
め
る
表
現
効
果
に
ふ
さ
わ

ぎ
て
江
ノ
電
の
線
路
に
別
れ
を
つ
百
石
描
い
て
い
ま
す
が
、
不
思
議
し
い
大
き
さ
亭
逼
求
し
在

げ
、
量
一
一
二
郎
手
殺
を
さ
ら
に
な
こ
と
に
大
型
の
作
品
は
見
当
た
あ
る
と
考
え
れ
ば
納
得
が
い

策
に
す
す
む
と
、
弓
の
前
に
展
開
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
作
品
の
す
。

ふ

9
る
パ
ノ
ラ
マ
が
こ
の
景
色
な
の
よ
う
に
、
刻
々
と
変
化
す
る
自
然
黒
田
が
風
筆
画
の
創
作
円

で

す

。

の

一

瞬

の

表

情

を

的

確

に

錠

え

た

っ

て

即

興

性

や

イ

ン

ス

ピ

Y

近
代
洋
画
の
父
と
よ
ば
れ
る
黒
小
品
な
の
ご
す
。
シ
ョ
ン
岸
主
鳳
…
祝
し
た
こ
と
、

密
清
輝
が
こ
の
絵
を
描
い
た
の
は
黒
田
は
な
ぜ
風
景
磁
の
小
品
ば

間判治コ一

O
年
ご
ろ
で

す
か
ら
、
海
岸
線
に

は
侭
も
あ
り
ま
せ
ん

対
岸
の
葉
山
の

平塚市美術童書所建草作品から
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